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ゆたかな心をはぐくむ
112 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

　本校は、全校児童333人、職員31人の学校です。教育目標は「自

他を大切にし、夢の実現を目指す子どもの育成」で、子どもたちが

自ら「感じ」「考え」「判断し」「行動していく」学校づくりに取り

組んでいます。運動会は子どもたちの主体性を大切にしながら行い

ました。また、委員会活動も、６年生が中心となって主体的で工夫

した活動が行われています。また、月曜日と木曜日の放課後には、

太陽やまびこ解放学習会に約80人の子どもたちが参加しています。

身の周りにあるいじめや差別をなくしていくための確かな人権感覚

と実践力を育てていきます。
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「人権のまち菊陽フェスタ」

人権が守られる、子どもが主役の学校に

児童集会での無言清掃の呼びかけ

菊陽北小学校学 校
♪

　９月８日㈯午後１時30分から「人権のまち菊陽フェスタ」を町図書館ホールで開催します。
今回は教育講演や人権啓発活動の一人芝居をされている福永宅司さんを招いて講演・一人芝
居を行っていただきます。
　福永宅司さんは2004年に22年間勤めた小学校教員を退職し、子どもたちの学びや憩いの場として「子どもの学び
館」を設立され子育ての支援活動を行っています。在職中は福岡市同和教育研究会の研究部長を務めるなど、一貫して
学力保障と人権教育にこだわり数々の創造的な実践を展開されてきました。「泣いて笑って感動した」と話題となり年
間に150回程度の講演活動を行うほか、著書に「子育てに夢とロマンを」、「一人芝居先生からのエール人生応援歌」な
どがあります。一人芝居の様子について、著書では「人を傷つけて人は幸せになりません。人を幸せにして人は幸せに
なります。私は、一人芝居『君をいじめから守る』というオリジナル作品を演じています。その劇中に、こういう授業
風景を入れています。若い田所先生という熱血教師が社会科の授業を展開していきます。台詞は簡単にまとめると、
『人間の偏見が行動としてあらわれるのは、段階があるんだ。人間の差別は初めは陰口から始まるんだ。陰口→回避→
締め出し→身体的暴力→絶滅とどんどん悪い方向へ行く。最後は命まで奪うんだ。だから始めの陰口の段階で叩き壊さ

ないと。実はこれ、いじめに変えてみたらどうだろう…』切々といじめ撲滅の授業をし
ます。この芝居を全国でやっていますが、もうこの場面ではシーンと会場は息を潜ませ
ています。…」（「一人芝居先生からのエール人生応援歌」ｐ－160「いじめを叩き壊して」
より）と記されています。
　子どもが、親が、教師が、人が感動し元気になる機会になると思いますのでご期待く
ださい。皆さんのご来場をお待ちしています。

笑いと涙と感動を！

３

人権啓発標語 「いじめは自分の心から始まる　とめるのも自分の心」
菊陽中部小学校　６年　笹谷　若

わか

菜
な
（現在中学１年生）

「小学校最後の持久走大会」 菊陽西小学校　６年　神野　そら（現在中学１年生）

　今日は、小学校最後の持久
走大会でした。そして、小学
校最後の一番の思い出となる
持久走大会でした。
　私は、試走ではいつも最下
位で、とてもくやしい思いを
してきたので、母と「さんさ
ん公園」や「元気の森公園」
で練習し、たくさん走ってき
ました。

　今日の三時間目の休み時間、みんなで「さんさん公
園」に向かいました。目的地に着くと、たくさんの保
護者の方がおられました。予想どおり、私はスタート
地点から最下位でした。しかし、前の友だちとの距離
があまりなく、逆に少しずつだけど、せばまっていく
ようでした。そして、残りわずかというところで、私
は最後の力をふりしぼって最後の最後の最後で前の友
だちを追いこすことができました。もうその時は夢
じゃないかというほどうれしくてたまりませんでした。
これも、先生やたくさんの友だちが応援してくれたお

かげかなと思いました。
　先生は、「作戦どおり」とおっしゃっていましたが、
私も絶対に追いこしてやるという気持ちが強くて、あ
きらめない気持ちがあったから追いぬくことができた
のだと思います。
　家に帰ると、父や母がほめてくれました。友だち、
先生。そして、母や父にありがとうという気持ちで
いっぱいです。
　今日の持久走大会は、一生忘れることのない小学校
最後の一番の思い出です。

（先生より）持久走大会では、毎年歯がゆくて、くやしい思
いをしてきたそらさん。でも、体育の時間自分
のペースを大事にしながら最後まで走る姿は、
かっこよくて輝いていました。そこには、温か
い家族の支えや「なかま」の応援があったので
す。「家族の温かい絆」とつながり合う「なかま」
の大切さ。そして「あきらめないことの大切さ」
を学び、そらさんにとって、小学校最後の一番
の思い出の持久走大会になりました。

ひとの絆を宝に
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